
 

  

第１１号 

 
 

さ
い
た
ま
市 
高
沼
用
水 

（５
月
３
１
日
（水
））  

  

「
高
沼
用
水
」
は
、
与
野
本
町
～
中
浦
和
を
流
れ
る
歴
史
あ
る
用
水

路
で
す
。
昔
か
ら
の
自
然
を
活
か
し
た
整
備
工
事
が
進
め
ら
れ
、
現

在
は
市
民
の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
用
水
が
流
れ
る
「
河
童

の
森
」
は
団
体
の
活
動
の
中
心
で
あ
り
、
ま
ち
の
人
た
ち
と
話
し
合

い
な
が
ら
、
里
山
の
自
然
を
作
っ
て
き
ま
し
た
。
地
元
の
子
供
た
ち

に
と
っ
て
身
近
な
学
習
や
遊
び
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

県
内
２
会
場
、
計
６
７
名
が
参
加 
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川
の
再
生
地
域
交
流
会
を
開
催 

埼玉県のマスコット 

「コバトン」 

 

 
 

草
加
市 

綾
瀬
川 

（６
月
１
０
日
（土
）） 

 
 

 

  

草
加
市
で
活
動
す
る
２
団
体
の
協
力
に
よ
り
企
画
・
運
営
さ
れ
ま

し
た
。
草
加
パ
ド
ラ
ー
ズ
と
米
山
ゼ
ミ
は
、
カ
ヌ
ー
な
ど
で
綾
瀬
川

や
伝
右
川
の
ご
み
拾
い
を
す
る
と
い
う
、
特
徴
的
な
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。 

 

交
流
会
の
当
日
は
、
日
頃
の
活
動
を
参
加
者
に
体
験
し
て
も
ら
う

べ
く
、
「
カ
ヌ
ー
で
ゴ
ミ
拾
い
体
験
」
と
、
団
体
の
案
内
に
よ
り
、
活

動
場
所
で
あ
る
「
草
加
松
原
・
綾
瀬
川
見
学
」
を
行
い
ま
し
た
。
午
後

の
交
流
タ
イ
ム
は
、
米
山
ゼ
ミ
の
学
生
さ
ん
た
ち
の
進
行
で
、
グ
ル

ー
プ
討
論
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
行
政
と
の
連
携
、
カ
ヌ
ー
を
用
い

た
活
動
、
更
な
る
水
質
改
善
案
な
ど
に
つ
い
て
、
様
々
な
意
見
が
発

表
さ
れ
ま
し
た
。
全
グ
ル
ー
プ
に
学
生
さ
ん
が
加
わ
り
発
表
を
担
当

す
る
な
ど
、
世
代
間
の
交
流
も
深
ま
り
ま
し
た
。 

 
 

「
川
の
再
生
地
域
交
流
会
」
は
、
地
元
の
団
体
の
方
々
が
企
画
し
、

川
の
魅
力
や
活
動
の
成
果
を
紹
介
し
ま
す
。
ま
た
、
県
内
各
地
か
ら

集
ま
っ
た
参
加
者
が
交
流
を
深
め
る
場
で
も
あ
り
ま
す
。 

 

Ｈ
２
９
年
度
「
川
の
再
生
地
域
交
流
会
」
は
、
さ
い
た
ま
市
と
草
加
市

の
２
会
場
で
開
催
し
、
そ
れ
ぞ
れ
１
８
名
、
４
９
名
の
方
が
参
加
し
ま

し
た
。 

 
 

交
流
会
の
当
日
は
、
「
高
沼
用
水
」沿
い
と
「河
童
の
森
」を
歩
き
、 

整
備
工
事
の
前
後
に
お
け
る
用
水
路
の
変
化
や
、
森
に
植
え
ら
れ

た
様
々
な
植
物
や
生
き
物
を
見
学
し
ま
し
た
。
午
後
の
交
流
タ
イ

ム
で
は
、
Ｊ
Ｒ
環
境
空
間
の
活
用
や
、
行
政
と
の
関
わ
り
方
な
ど
、

活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
他
、
活
動
に
関
す
る
展
示
も
好
評

で
し
た
。 

高沼用水沿いを見学する参加者 

交流タイムは活動の展示も実施 

カヌーでゴミ拾いを体験する参加者 

交流タイムでのグループ討論 

（平成２９年１１月１日発行） 

 

 
埼玉県のマスコット 

「コバトン」 

 

 

企
画
：こ
う
ぬ
ま
・水
と
緑
を
楽
し
む
会 

 

企
画
：草
加
パ
ド
ラ
ー
ズ
、
獨
協
大
学
経
済
学
部
米
山
ゼ
ミ 

 
 

 
 

「伝
右
川
再
生
に
向
け
た
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」チ
ー
ム 
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「
川
ガ
キ
体
験
イ
ベ
ン
ト
」
は
７
～
９

月
に
開
催
し
、
約
１
５
０
０
人
の
子
供
た

ち
が
川
ガ
キ
を
体
験
し
ま
し
た
。
多
く

の
ご
参
加
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 

           
 

 
 

    

毎
年
実
施
し
て
い
る
調
査
で
す
が
、

今
年
は
、 

７
月
１
６
日
（
日
）
に
、
宮
代

町
の
笠
原
落
川
及
び
新
し
い
村
周
辺
の

用
水
路
で
、
２
４
名
の
参
加
者
の
も
と
、

生
き
も
の
と
水
質
の
関
係
を
調
べ
ま
し

た
。
汚
れ
の
判
定
に
は
、
水
生
生
物
に

よ
る
判
定
と
、
Ｃ
Ｏ
Ｄ
の
パ
ッ
ク
テ
ス

ト
を
使
い
ま
し
た
。 

 

参
加
者
に
、
水
質
調
査
資
料
と
水
生

生
物
に
よ
る
水
質
判
定
の
下
敷
き
及
び
、

埼
玉
県
に
生
息
す
る
魚
類
の
下
敷
き
を

配
布
し
、
注
意
点
を
話
し
て
、
調
査
開

始
で
す
。 

 

子
供
た
ち
は
、
網
を
持
っ
て
先
に
立

っ
て
歩
き
始
め
ま
し
た
。
最
初
の
調
査

場
所
は
、
新
し
い
村
の
裏
の
池
で
す
。

始
め
の
調
査
は
、
網
を
使
っ
て
の
、
水

の
中
の
生
き
も
の
調
べ
で
す
。
各
人
の

網
の
中
に
は
、
動
く
も
の
が
多
数
見
ら

れ
、
子
供
た
ち
は
、
我
先
に
と
捕
ま
え

よ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。
ヌ
マ
チ
チ
ブ
、

モ
ツ
ゴ
が
確
認
で
き
ま
し
た
。
池
の
水

面
上
で
は
、
オ
オ
ヤ
マ
ト
ン
ボ
、
チ
ョ

ウ
ト
ン
ボ
、
シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
ト
ン
ボ
が

確
認
で
き
ま
し
た
。
次
に
、
Ｃ
Ｏ
Ｄ
に
よ

る
調
査
を
し
ま
し
た
。
子
供
の
指
が
小

さ
く
て
、
パ
ッ
ク
テ
ス
ト
を
押
し
つ
ぶ

し
て
水
を
入
れ
る
の
が
大
変
で
し
た
。

経
過
時
間
を

へ
て
、
判
定

色
見
本
と
の

比
較
を
し
ま

し
た
。
そ
の

と
き
の
子
供

の
真
剣
さ
に

は
驚
き
ま
し

た
。
そ
の
結

果
、
こ
の
池

の
、
Ｃ
Ｏ
Ｄ
は
、
４
～
６
ｐ
ｐ
ｍ
で
し
た
。 

  

同
じ
調
査
を
、
笠
原
落
川
、
田
ん
ぼ

の
用
水
路
で
実
施
し
ま
し
た
。
ス
ジ
エ

ビ
、
メ
ダ
カ
、
ド
ジ
ョ
ウ
が
確
認
で
き
、

Ｃ
Ｏ
Ｄ
は
、
お
よ
そ
０
～
２
で
し
た
。 

水

の
汚
れ
や
水
質
に
よ
っ
て
、
生
息
す
る

生
き
も
の
が
異
な
る
こ
と
を
学
ん
だ
時

間
に
な
り
ま
し
た 

   
 

      

８
月
５
日
（
土
）
、
綾
瀬
川
の
河
畔
林

「
綾
瀬
の
森
」
で
、
「
夜
の
森
の
生
き
も

の
さ
が
し
」
を
開
催
し
、
７
０
名
の
親
子

が
参
加
し
ま
し
た
。
夏
休
み
な
の
で
、

日
ご
ろ
で
き
な
い
夜
の
探
険
に
み
ん
な

ワ
ク
ワ
ク
で
し
た
。 

 

と
こ
ろ
が
開
催
を
前
に
事
件
が
起
き

ま
し
た
！
綾
瀬
川
の
土
手
に
遊
歩
道
を

建
設
す
る
と
い
う
の
で
す
。
土
の
中
に

い
る
セ
ミ
の
幼
虫
は
ど
う
な
る
の
か
、

子
供
た
ち
は
心
配
し
ま
し
た
。
そ
こ
で

市
の
担
当
職
員
に
お
越
し
い
た
だ
き
、

子
供
た
ち
が
意
見
を
言
う
「
綾
瀬
川
未

来
会
議
」
を
同
時
開
催
し
ま
し
た
。
子

供
た
ち
か
ら
は
「
綾
瀬
の
森
は
、
人
も

生
き
物
も
く
ら
せ
る
土
の
道
が
い
い
」

と
い
う
意
見
が
多
く
出
さ
れ
、
保
護
者

か
ら
も
「
子
供
に
土
を
踏
ま
せ
た
い
」と

い
う
意
見
が
出
ま
し
た
。
子
供
た
ち
が

町
づ
く
り
に
意
見
を
言
う
姿
は
と
て
も

貴
重
で
た
く
ま
し
か
っ
た
で
す
！ 

 

日
が
暮
れ
て
暗
く
な
っ
た
ら
、
生
き

物
探
し
開
始
で
す
。
夜
の
生
き
物
は
ど

う
や
っ
て
暮
ら
し
て
い
る
の
か
な
？
ト

ン
ボ
や
チ
ョ
ウ
の
眠
っ
て
い
る
姿
、
カ

マ
キ
リ
の
元
気
な
動
き
を
観
察
。
マ
ツ

ヨ
イ
グ
サ
の
花
は
咲
い
て
、
ネ
ム
ノ
キ

の
葉
っ
ぱ
は
眠
っ
て
い
ま
し
た
。
今
年

は
セ
ミ
の
羽
化
は
非
常
に
少
な
く
近
く

で
見
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
ク
ワ
ガ
タ
が
２
２
匹
も
捕
ま
り
、
子

供
た
ち
は
大
喜
び
で
し
た
。
そ
し
て
終

り
の
会
で
「
葉
っ
ぱ
の
影
絵
」
を
見
て
、

最
後
に
森
に
お
礼
の
あ
い
さ
つ
を
言
い

ま
し
た
、
「
お
や
す
み
な
さ
～
い
」
。
そ

し
て
終
了
後
も
ま
だ
ま
だ
森
に
残
り
、

夏
の
夜
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。 

都
市
化
さ
れ
町
の
中
の
自
然
が
少
な
く

な
る
中
で
、
土
手
の
自
然
は
、
生
き
物

に
も
人
間
に
も
と
て
も
大
切
だ
と
思
い

ま

す

。
追

伸
：
綾
瀬
の

森
は
「
自
然

ふ
れ
あ
い

ゾ
ー
ン
」
と

し
て
土
の

道
が
残
る

こ
と
に
な

り
ま
し
た
。 

～６３４団体が県内各地で活動中！～ 

 今年の夏は、県内３９会場

で「川ガキ体験イベント」が開

催されました。開催した２団

体からの報告を紹介します！ 

活動報告 

宮
代
町 

 
 

 
 

山
崎
山
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ 

「水
辺
の
生
き
も
の
と
水
質
調
べ
」 

                   

八
木
橋
孝
雄 

 

川
口
市 

 
 

 

自
然
探
険
コ
ロ
ボ
ッ
ク
ル
く
ら
ぶ 

 
 

 

綾
瀬
川
を
愛
す
る
会 

 

「夜
の
森
の
生
き
物
さ
が
し
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

横
山 

隆 

 

２ 



 

    
 

                             

                                 

                                 

                                 

 

水
生
生
物
講
座
の
報
告 

 
 

 
 

５
月
２
７
日
（
土
）
、
埼
玉
県
立
川
の
博
物
館
に
お
い

て
水
生
生
物
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。
本
講
座
は
、

川
に
生
息
す
る
水
生
生
物
の
知
識
を
得
る
こ
と
で
、

五
感
に
よ
る
河
川
環
境
指
標
を
よ
り
活
用
し
て
い

た
だ
く
た
め
、
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。 

 

当
日
は
、
博
物
館
学
芸
員
の
藤
田
宏
之
講
師
に
、

現
地
実
習
か
ら
講
評
、
質
疑
応
答
ま
で
を
お
願
い
し

ま
し
た
。 

 

藤
田
講
師
に
よ
る
注
意
事
項
の
後
、
早
速
か
わ
せ

み
河
原
付
近
の
荒
川
で
実
習
を
開
始
し
ま
し
た
。
ま

ず
、
石
を
ひ
っ
く
り
返
し
て
付
着
す
る
生
き
物
を
採

取
し
、
続
い
て
網
を
使
用
し
て
水
中
を
流
れ
る
生
き

物
を
採
取
し
ま
し
た
。 

 
 

全
員
が
５
問
中
４
問
以
上
正

解
し
、
認
定
証
と
、
木
の
コ

バ
ト
ン
シ
ー
ル
、
コ
バ
ト

ン
定
規
な
ど
を
差
し
上
げ

ま
し
た
。
メ
イ
ン
会
場
や
、

そ
の
他
の
ブ
ー
ス
で
も
、

生
き
物
展
示
や
工
作
、

様
々
な
体
験
イ
ベ
ン
ト
が

開
催
さ
れ
、
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。 

 

 

９
月
８
日
（
金
）
、
さ
い
た
ま
共
済
会
館
に
お
い
て
綾

瀬
川
再
生
流
域
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
で
１
０

回
目
の
開
催
と
な
り
ま
す
。 

 

当
日
は
１
２
の
団
体
（
内
、
応
援
団
は
９
団
体
）
と
、
３

環
境
管
理
事
務
所
、
７
市
町
村
、
水
環
境
課
が
参
加
し

ま
し
た
。 

 

水
環
境
課
か
ら
綾
瀬
川
の
水
質
と
県
の
取
組
に
つ
い

て
の
説
明
の
後
、
団
体
間
で
連
携
を
深
め
る
た
め
の
情

報
共
有
や
、
流
域
全
体
で
進
め
る
「
綾
瀬
川
ク
リ
ー
ン

大
作
戦
」に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。 

 
 

 

今
回
採
取
さ
れ
た
生
き
物
…
カ
ワ
ゲ
ラ
類
、

ヒ
ラ
タ
カ
ゲ
ロ
ウ
類
、
ヒ
ゲ
ナ
ガ
カ
ワ
ト
ビ
ゲ

ラ
、
チ
ラ
カ
ゲ
ロ
ウ
、
タ
ニ
ガ
ワ
カ
ゲ
ロ
ウ
類
、

ヒ
ラ
タ
ド
ロ
ム
シ
類
、
ナ
ベ
ブ
タ
ム
シ
、
カ
ワ

リ
ヌ
マ
エ
ビ
等
で
し
た
。 

 

河原で生き物を採取 

「
水
生
生
物
に
よ
る
水
質
判
定
の
下
敷
き
」
を
参
考

に
、
こ
れ
ら
の
生
き
物
か
ら
、
荒
川
の
か
わ
せ
み
河

原
付
近
は
水
質
階
級Ⅰ

～Ⅱ

の
き
れ
い
な
水
～
や
や

き
れ
い
な
水
と
評
価
さ
れ
ま
し
た
。 

 

参
加
者
か
ら
は
、
「
見
た
こ
と
も
な
い
生
き
物
を
確

認
で
き
た
」
、
「
少
し
川
に
入
る
だ
け
で
こ
れ
だ
け
の

生
物
を
確
認
で
き
る
と
思
わ
な
か
っ
た
」
等
の
感
想

が
あ
が
り
ま
し
た
。 

 
 

 

ま
た
、
五
感
に
よ
る
河
川
環
境
指
標
（
川
の
好
感
度

チ
ェ
ッ
ク
）
を
実
施
し
ま
し
た
。
結
果
は
「
水
は
流
れ

が
あ
り
澄
ん
で
い
て
、
魚
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。

ご
み
は
少
し
み
ら
れ
、
全
体
の
景
色
は
美
し
く
、
住

民
に
よ
く
利
用
さ
れ
て
い
る
。
」と
な
り
ま
し
た
。 

 

下敷きを参考に水質判定 

 

８
月
５
日
（
土
）
コ
ム
ナ
ー
レ
（
さ
い
た
ま
市
）
で
開

催
さ
れ
た
、
さ
い
た
ま
エ
コ
フ
ェ
ス
タ 
ｉ
ｎ 

Ｓ
ｕ
ｍ
ｍ

ｅ
ｒ 

２
０
１
７
に
お
い
て
、
川
の
国
埼
玉
検
定
（
入
門

編
）
を
実
施
し
ま
し
た
。
小
学
生
な
ど
、
１
０
６
人
が

検
定
に
参
加
し
ま
し
た
。
入
門
編
で
は
、
埼
玉
県
の

川
や
、
川
の
汚
れ
の
原
因
、
川
の
生
き
物
に
つ
い
て

の
ク
イ
ズ
を
５
問
解
い
て
も
ら
い
ま
す
。 

 

川の国埼玉検定ブース 検定に参加した子供たち 

 

川
の
国
埼
玉
検
定
（
入
門
編
） 

の
報
告 

 

綾
瀬
川
再
生
流
域
会
議
を
実
施 

 
 

 

木のコバトンカットシール 

３ 



 

                                 

                                 

                                 

                              
 

  
 

 
 

 

 

応
援
団
へ
の
通
知
を
送
付
の
際
に
、
宛
先
不
明
で

届
か
な
い
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。
応
援
団
の
代

表
者
や
担
当
者
連
絡
先
が
変
更
と
な
っ
た
場
合
は
、

水
環
境
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

メ
ー
ル
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｔ
Ｅ
Ｌ
い
ず
れ
も
可
能
で
す
。 

 

ご
協
力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

     

■
カ
ヤ
ッ
ク
を
追
加
購
入
し
ま
し
た 

 

川
ガ
キ
イ
ベ
ン
ト
等
で
活
用
い
た
だ
い
て
い
る
カ

ヤ
ッ
ク
を
新
し
く
購
入
し
ま
し
た
。
従
来
の
水
環
境

課
で
の
貸
出
し
に
加
え
、
東
松
山
環
境
管
理
事
務

所
、
越
谷
環
境
管
理
事
務
所
の
２
か
所
で
も
各
７

艇
、
貸
し
出
し
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
是
非
ご
活
用

く
だ
さ
い
。 

 

川
に
関
心
の
あ
る
方

が
集
ま
る
一
大
イ
ベ
ン

ト
！
今
年
は
心
機
一
転

し
、
研
究
成
果
や
活
動

内
容
に
つ
い
て
の
ポ
ス

タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
新

設
し
ま
す
。
学
生
分
科

会
は
、
学
生
主
体
の
企

画
・
司
会
進
行
形
式
に

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま

す
。 

■
イ
ベ
ン
ト
企
画
・広
報
講
座 

 

イ
ベ
ン
ト
や
普
段
の
活
動
に
も
っ
と
参
加
者
を
集

め
た
い
！
そ
の
た
め
の
、
企
画
や
広
報
（
チ
ラ
シ
づ

く
り
）
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
、
プ
ロ
の
講
師
に
よ

る
講
義
を
実
施
し
ま
す
。
川
で
安
全
に
活
動
す
る
た

め
の
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
着
用
実
習
も
実
施
予
定

で
す
。 

日
時
：平
成
３
０
年
１
月
１
７
日
（水
） 

会
場
：埼
玉
共
済
会
館
５
０
１
・５
０
２
会
議
室 

申
込
：平
成
２
９
年
１
２
月
１
３
日
（水
）ま
で
。 

対
象
：応
援
団
の
会
員
、
川
の
国
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（*

） 

 
 

 
 

＊
川
の
国
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
研
修
（同
日
Ａ
Ｍ
開 

 
 

 
 

 
 

催
）の
参
加
者
で
希
望
さ
れ
る
方 

■
川
の
国
埼
玉
検
定
（中
・上
級
編
） 

 

あ
な
た
も
川
の
な
ん
で
も
博
士
！
川
の
再
生
活
動

の
経
験
が
５
年
以
上
の
方
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。

当
日
は
、
試
験
の
前
に
埼
玉
県
の
川
の
知
識
を
学
べ

る
講
座
も
実
施
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

み
ま
せ
ん
か
。 

日
時
：平
成
２
９
年
１
１
月
２
５
日
（土
） 

会
場
：埼
玉
教
育
会
館
２
０
１
会
議
室 

申
込
：平
成
２
９
年
１
１
月
１
０
日
（金
）ま
で 

 
 

 
 

当
日
消
印
有
効 

 

申
し
込
み
方
法
・
期
限
等
の
詳
細
は
、
水
環
境
課
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
、
団
体
宛
通
知
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

■
活
動
予
定
を
県
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し
ま
す 

 

川
の
国
応
援
団
の
イ
ベ
ン
ト
・
活
動
情
報
（
日
程
、

チ
ラ
シ
等
）
を
、
県
の
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し
ま
す
。
ご
希
望

の
場
合
は
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

＊
一
般
参
加
可
能
な
公
募
イ
ベ
ン
ト
に
限
り
ま
す
。 

 

応
援
団
へ
の
支
援
メ
ニ
ュ
ー 

に
関
す
る
お
知
ら
せ 

 

イ
ベ
ン
ト
の
ご
案
内 

 

水
環
境
課
か
ら
の
ご
連
絡 

昨年度の検定の事前講義の様

子。２０名が受験し、１６名が上

級に合格、４名が中級に合格し

ました。 
 

「
川
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
た

い
」
と
い
う
方
な
ど
が
問
合
せ
で

き
る
よ
う
に
、
県
の
Ｈ
Ｐ
で
、
応

援
団
へ
の
連
絡
先
（
住
所
、
Ｔ
Ｅ
Ｌ

等
）
を
公
開
し
て
も
よ
い
団
体

は
、
水
環
境
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。 

 

◎
応
援
団
の
代
表
者
変
更
手
続
き
に
つ
い
て 

     

日
時
：平
成
３
０
年
２
月
３
日
（土
） 

会
場
：さ
い
た
ま
市
民
会
館
う
ら
わ 

申
込
：開
催
案
内
を
１
２
月
下
旬
頃
公
開
予
定 

    

Ｈ２８年度の開会式 

■
川
の
再
生
交
流
会 

 

◎
応
援
団
の
連
絡
先
に
つ
い
て
問
合
せ
先

を
公
表
し
て
よ
い
場
合
は
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い 

４ 


